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　受賞されたみなさん、おめでとうございます。（受賞者敬称略） 

２ 

部　　門 

小学校低中学年の部 

氏　名 

川上　莉央 

所　　属 作　　品　　名 

田原小学校２年生 つじ川の古い家をたんけん 

小学校高学年の部 山本　純也 田原小学校５年生 西光寺野疎水 

【柳田國男ふるさと賞】 地域の歴史、民俗文化について優れた研究、調査を行った児童生徒 

部　　門 

小学校低中学年の部 

氏　名 

山本　結菜 

所　　属 作　　品　　名 

田原小学校３年生 サイフォンの原理 

小学校高学年の部 荒瀬ほのか 田原小学校６年生 ミニトマトの無限栽培に挑戦！ 

中学校の部 大塚みつき 福崎東中学校３年生 よみがえる植物 

自然科学分野において優れた研究、観察などを行った児童生徒 【　識雅夫科学賞】 

氏　名 

楠田　常乃 

澤田　　緯 

松岡　暖貴 

松岡　智耶 

佐治太伊史 

三輪　歩夢 

長澤　　元 

埴岡蔵之介 

福永　悠人 

姫田　悠聖 

小西　風羽 

所　　属 

大阪学院大学３回生 

福崎東中学校３年生 

福崎西中学校２年生 
（兵庫夢前ヤング） 

神崎高等学校２年生 

報徳学園高等学校 
３年生 

福崎東中学校３年生 
（兵庫夢前ヤング） 

福崎東中学校３年生 
（兵庫夢前ヤング） 

福崎東中学校３年生 
（兵庫夢前ヤング） 

福崎東中学校３年生 
（兵庫夢前ヤング） 

福崎東中学校３年生 
（兵庫夢前ヤング） 

神港学園高等学校 
２年生 

福崎東中学校３年生 
（兵庫夢前ヤング） 

内　　　　容 種　　目 成績 

第２３回兵庫県アマチュアゴルフ選手権競技 

JOCジュニアオリンピックカップ　全国中学 
生陸上競技大会２０２０ 

第１６回タイガースカップ 
～２０２０中学生硬式野球・関西№１決定戦～ 

２０２０JCSPAジュニアサイクルスポーツ大会 
全国大会　令和２年度全国高等学校総合体育 
大会自転車競技大会中止に伴う全国大会 

令和２年度全国高等学校総合体育大会　第１００ 
回全国高等学校ラグビーフットボール大会 

第２８回ヤングリーグ春季大会 

第２８回ヤングリーグ春季大会 

第２８回ヤングリーグ春季大会 

第２８回ヤングリーグ春季大会 

第２８回ヤングリーグ春季大会 

第２８回ヤングリーグ春季大会 

令和元年度（２０２０年）JOCジュニアオリンピック 
カップ　第３９回全国高等学校空手道選抜大会 

ゴルフ（成年男子の部） 

陸上競技 
（男子共通４００ｍ） 

硬式野球（中学生） 

自転車競技 
（スクラッチの部） 

ラグビーフットボール 

硬式野球（中学生） 

硬式野球（中学生） 

硬式野球（中学生） 

硬式野球（中学生） 

空手女子団体形 

硬式野球（中学生） 

硬式野球（中学生） 

優勝 

出場 

優勝 

出場 

出場 

出場権 
獲得 

出場権 
獲得 

出場権 
獲得 

出場権 
獲得 

出場権 
獲得 

出場権 
獲得 

出場権 
獲得 

【スポーツ功績賞】 スポーツ活動で特に優秀な成績をおさめた個人や団体 

牛尾　颯希 

令和2年度「　識雅夫科学賞」 
「柳田國男ふるさと賞」・」・「スポーツ功績賞」決定 

令和2年度「　識雅夫科学賞」 
「柳田國男ふるさと賞」・」・「スポーツ功績賞」決定 

令和2年度「　識雅夫科学賞」 
「柳田國男ふるさと賞」・」・「スポーツ功績賞」決定 

令和2年度「　識雅夫科学賞」 
「柳田國男ふるさと賞」・「スポーツ功績賞」決定 
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行事予定（４月１０日～５月５日） 

月 

４ 

４ 

５ 

日 

１０ 

２４ 

５ 

土 おはなし会 

えほんのじかん 

子ども映画会「おしりたんていププッと 
かいけつ！おしりたんていとうじょう！」 

土 

水 

１１：００ 

１４：００ 

１１：００ 

曜日 時間 行　　事 

☆５月６日（第１木曜日）資料整理のため休館 

メディアルームで、保存期間の過ぎた雑誌な
どを無料で配布します。 
　＊図書館利用カードをお持ちください。 
　＊１人１０冊まで 

●文化センター行事予定（4/15～5/14） 

神崎学園 
日時：５月１３日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 
 
福寿学園 
日時：４月２２日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　５月１３日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

４月１３日（火）～２１日（水） 
蔵書点検のため休館します 
期間中はご迷惑をおかけしますが 
ご協力をお願いします。　　　　 

３ 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書5冊 
「ヘーゼルの密書」　　　上田早夕里 
「擬傷の鳥はつかまらない」　荻堂　　顕 

“広げようフラワーボランティアの輪” “広げようフラワーボランティアの輪” 
　福崎町内の花壇などのお世話をしているボランテ
ィアの活動予定(４／２０～５／１９)をお知らせしま
す。ぜひボランティア活動にご参加ください。 
福崎町ココロンクラブ 
　４月２４日（土）９：００～　役場周辺道路街路樹下手入れ 
みどりのグループ 
　４月２１日（水）９：００～　元ＪＡ八千種前花壇 
　５月１２日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 
　５月１９日（水）９：００～　元ＪＡ八千種前花壇 
問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 
　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

無料・ 
要申込 令和3年度 

下張り文書はがし作業参加者募集 

三木家資料保存ワークショップ 

　昔のふすまや屏風、壁には、

補強や断熱などのための下張

りに、反故紙（帳簿や手紙、

書付などの使い古した不要な

紙）を使用していました。 

　昨年度に引き続き、三木家

住宅のふすまの下張りに使わ

れた文書をはがし、資料とし

て保存する作業を行います。 

　令和３年度は、２か月に１回（５月・７月・９月・

１１月・１月・３月）、計６回の実施を予定していま

す。大人から子どもまで、誰でも簡単にチャレン

ジできますので、地域の資料に触れる貴重な体験

をしてみませんか。 

第１回　５月９日（日）１０:００～１１:３０ 

場　所　歴史民俗資料館２階 

対象者　小学校高学年以上 

定　員　１０名程度 

＊１回のみの参加

可。 

＊作業の見学もで

きます。興味のあ

る方は、開催時間

内に会場へお越し

ください。（見学

の事前申込は不要です。） 

申し込み・問い合わせ先　社会教育課（内線２５７） 

ふすまをめくると 
古文書が？！　　 

令和２年１１月の作業のようす 令和２年１１月の作業のようす 



　保健センターでは、今だからこそ「免疫力を高める食事」に注
目し、食生活を見直すきっかけになればとの思いから、令和２年
１０月と令和３年２月に、神戸医療福祉大学の北出かおる先生に 
「免疫力」をテーマに講義をしていただきました。 
　からだにいい食べ物はたくさんありますが、その食品ばかりを
食べるのではなく、さまざまな食品をバランスよく食べることが
大切だとお話しされました。りんごの変色をからだの老化として
表現されるなど明日にでも実践したくなる内容でした。 
　わたしたちは自分のからだとうまく付き合っていくことが大切
です。いろんな食べ物を組み合わせることが免疫力アップにつな
がります。ひとりでも多くの方が健康で過ごせるよう願っていま
す。 

食育通信  『食育講座：免疫力を高める食事術』 

４ 

　
「
か
く
し
ほ
ち
ょ
じ
」
は
、
一
般
的
に
は
「
と

ん
ど
」
と
し
て
知
ら
れ
る
行
事
で
す
。
竹
と
藁
で

作
ら
れ
た
塔（
ほ
ち
ょ
じ
）を
子
ど
も
た
ち
が
ど
こ

か
に
隠
し
、
そ
れ
を
大
人
が
探
し
出
す
の
が
特
徴

で
、
「
か
く
し
ほ
ち
ょ
じ
」
の
名
前
の
由
来
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
無
言
で
小
豆
飯
を
食

べ
る
「
無
言
の
行
」
、
「
キ
ツ
ネ
ガ
イ
オ
ロ
ロ
」
と

言
い
な
が
ら
地
区
の
端
ま
で
歩
く
「
狐
追
い
」
な

ど
の
行
事
が
、
成
人
式
の
前
日
か
ら
当
日
に
か
け

て
行
わ
れ
ま
す
。 

　
昭
和
５３
年
に
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
明
治
２０
年（
１
８
８
７
）か
ら
行
事
の
記

録
が
残
さ
れ
る
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
で
継
承

が
困
難
な
な
か
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
地
区
の

住
民
が
関
わ
り
、
小
正
月
の
複
合
行
事
が
伝
承
さ

れ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
、
兵
庫
県

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
町
内
の
県
指
定
文
化
財
は
、
こ
れ
で
１２
件
目
に

な
り
ま
す
。 

（
社
会
教
育
課
） 

鍛
冶
屋
の
か
く
し
ほ
ち
ょ
じ
が
県
指
定
文
化
財
に
！ 

　
令
和
３
年
３
月
１９
日
付
で
、
鍛
冶
屋
地
区
に
伝
わ
る
小
正
月
の
伝
統
行
事 

「
か
く
し
ほ
ち
ょ
じ
」
が
新
た
に
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

・バランスの良い食事 
・水分摂取 
・適度な運動、ストレス解消 

免疫力を高めるために 

ほちょじ ほちょじを隠すようす 当渡しの儀 

　３月２７日に、西野の鍜示りんさ
んが、満百歳を迎えられました。お
めでとうございます。 
　百歳をお祝いし百歳の森記念碑に
お名前を刻みました。 

（健康福祉課） 

　統計調査員の惣田憲司さんが、農

林水産大臣表彰を受けられました。 

　この表彰は、長年にわたり統計調

査に従事し、２０２０年農林業センサス

においては指導員として多大なる貢

献をされた功績によるものです。 

　今後ますますのご活躍を祈念します。 

（企画財政課） 惣田憲司さん 

農林水産大臣表彰 



５ 

福崎町第６次行政改革大綱を策定しました 
　大きく変化する社会情勢に創意工夫を持って対応しつつ、
町民一人ひとりを大切にし、「住む、学ぶ、働く」の３つの
機能が調和したまちづくりを推進するため、各種団体の代
表者などで構成する行政改革懇話会の提言を受け、令和３
年３月に福崎町第６次行政改革大綱および実施計画を策定
しました。 
　この大綱および実施計画の推進期間は、令和３年度から
令和７年度までの５年間です。 

＊第６次行政改革大綱および実施計画の詳細は町のホームページで見ることができます。また、役場情報
公開コーナー、町立図書館、八千種研修センターにも備え付けていますのでご覧ください。 

問い合わせ先　企画財政課（内線２３１） 

行
政
改
革
懇
話
会
大
井
会
長（
右
）か
ら 

尾
　
町
長
へ
意
見
書
を
提
出 

１．参画・協働と透明 
　　性の向上 

２．効率的で効果的な 
　　行政運営 

３．効率的で柔軟な 
　　行政組織の構築 

４．持続可能な財政 
　　基盤の確立 

①情報の共有と透明性 
　の向上 

①電子自治体・スマー 
　ト自治体の推進 

①組織機構の活性化と 
　人材育成の充実 

②定員管理・給与等の 
　適正化 

②行政サービスの向上 

③事務事業の見直し 
③働き方改革の推進 

①自主財源の確保 

②財政の健全化 

②住民参画による協働の 
　まちづくりの推進 

【行政改革大綱の体系図】 

　
３
月
議
会
で
令
和
３
年
度
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計

は
、
０
・
２
％
減
の
８２
億
６
３
０
０
万
円
で
、
ほ
ぼ
昨
年
並
み
の
予
算
規
模

と
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
令
和
２
年
度
３
月
補
正
予
算
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
の
費
用
１
億
５
０
０
万
円
の
ほ
か
、
飲
食

店
へ
の
支
援
や
新
生
児
世
帯
応
援
給
付
事
業
な
ど
で
７
４
０
０
万
円
の
事
業

費
を
計
上
し
、
令
和
３
年
度
に
繰
り
越
し
ま
す
。 

　
令
和
３
年
度
に
行
う
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
は
、
１０
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
案
内
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
年
度
の
最
も
重
要
な
事
業
の
一
つ

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
で
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

は
４
月
２６
日
の
週
に
１
箱
（
約
５
０
０
人
分
）
が
全
国
の
各
市
町
に
届
け
ら

れ
る
予
定
で
す
。
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
福
崎
町
で
は
高
齢
者
の

内
、
施
設
入
所
し
て
い
る
方
か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

一
般
の
高
齢
者
に
接
種
を
始
め
る
予
定
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
に
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
後
、
ワ
ク
チ
ン
が
い
つ
届
く
か
不
透
明
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
令
和
３
年
度
は
町
制
施
行
６５
周
年
の
記
念
の
年
で
す
。
５
月
３
日
に
は
記

念
式
典
、
８
月
２９
日
に
は
田
原
小
学
校
で
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
も
う
一
つ
嬉
し
い
報
告
が
あ
り
ま
す
。
福
崎
駅
周
辺
整
備
事
業
は
令
和
元

年
に
完
成
し
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
課
題
と
し
て

残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
国
の
補
正
予
算
で
駅
の
ホ
ー
ム
に
エ
レ 

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
た
め
の
設
計
費
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。（
町
の
負

担
割
合
１
　

６
）
工
事
着
手
ま
で
に

は
も
う
し
ば
ら
く
時
間
は
か
か
り

ま
す
が
、
こ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

完
成
し
ま
す
と
、
利
用
客
、
特
に

高
齢
者
の
方
の
利
便
性
が
大
い
に

高
ま
る
と
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。 

令
和
３
年
度
予
算
と
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て 

ム 

ラ 

コ 

長 

町 

第４９５回福崎町議会 

福
崎
町
長 



福崎町 

　
み
な
さ
ん
は
、
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
と

い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
テ

レ
ビ
な
ど
で
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け

れ
ど
、
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
い
と
い

う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、
レ
ズ
ビ
ア
ン

（
女
性
同
性
愛
者
）、
ゲ
イ（
男
性
同

性
愛
者
）
、
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
（
両

性
愛
者
）、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
性
別
越
境
者
）
の
頭
文
字
を
取
っ

た
言
葉
で
す
。
体
と
心
の
性
別
が
一

致
し
な
い
人
な
ど
、
自
分
の
性
別
に

違
和
感
を
覚
え
る
人
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に

あ
て
は
ま
り
ま
す
。 

　
今
、
日
本
で
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
の

割
合
は
、
左
利
き
の
人
や
血
液
型
が

Ａ
Ｂ
型
の
人
の
割
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
考
え
て
み
る
と
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

人
の
数
は
意
外
と
多
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
社
会

で
の
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
た
り
、
悩

み
を
抱
え
た
り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
私
が
こ
の
作
文
を
書
く
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
は
、
テ
レ
ビ
で
性
別
に

つ
い
て
の
あ
る
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス

を
見
た
事
で
し
た
。
そ
れ
は
、
心
は

女
性
、
体
は
男
性
だ
っ
た
Ａ
さ
ん
と

い
う
人
が
経
験
し
た
い
じ
め
の
話
で

し
た
。
Ａ
さ
ん
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
Ｔ
、

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
あ
て
は
ま

り
ま
す
。
長
年
、
自
分
の
性
別
に
不

自
由
さ
を
感
じ
、
決
死
の
覚
悟
で
体

を
女
性
に
変
え
る
手
術
を
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
職
場
で
の
性
別
は 

「
女
性
」
と
公
表
し
て
い
る
の
に
、

上
司
や
会
社
の
人
か
ら
は
「
元
男 

性
」
と
い
う
扱
い
を
受
け
、
い
じ
め

ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
「
本
当
に
女

な
の
か
怪
し
い
」
「
気
持
ち
悪
い
」

な
ど
と
悪
口
を
言
わ
れ
、
他
の
人
と

同
じ
よ
う
に
仕
事
を
与
え
て
も
ら
え

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
私
は
こ
の 

ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
時
、
も
し
自
分
が

Ａ
さ
ん
の
よ
う
な
立
場
だ
っ
た
ら
ど

ん
な
気
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。
「
ど
う
し
て
過
去
の
こ
と

で
い
じ
め
ら
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の

だ
ろ
う
。
」
と
腹
が
立
つ
の
と
同
時

に
、
「
性
別
が
違
う
と
い
う
こ
と
は

お
か
し
い
こ
と
な
の
か
な
。
」
と
悲

し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ニ
ュ

ー
ス
で
は
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
が
職
場

に
い
た
ら
ど
う
思
う
か
」
と
い
う
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
も
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
「
他
の
人
と
同
じ
よ
う
に

接
す
る
」
な
ど
の
肯
定
的
な
意
見
も

あ
る
一
方
、
「
同
じ
空
間
に
い
る
だ

け
で
寒
気
が
す
る
」
と
い
っ
た
否
定

的
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
中
に
は
、

「
ど
う
接
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
戸
惑
い
と
不
安
の
声
も

あ
り
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ら
の
回
答

か
ら
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
が
生
き
づ
ら

さ
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
周
り
の 

人
々
や
社
会
全
体
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ

い
て
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
り
、
「
性
別
は
男
性
か
女
性
の
ど

ち
ら
か
し
か
な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
く
根
付
い
て
い
た
り
す
る
か

ら
で
は
な
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
。 

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
に
対
し
て
、
多
く

の
人
は
「
特
殊
な
人
」
「
他
と
は
異

な
る
性
質
の
人
」
と
い
う
印
象
が
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

「
性
は
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
男
性
な
の
か

女
性
な
の
か
、
そ
れ
と
も
ど
ち
ら
で

も
な
い
の
か
と
い
う
の
は
と
て
も
分

か
り
に
く
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
言
葉
で
、
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
Ｑ

と
い
う
の
は
、
ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ

と
い
う
言
葉
の
頭
文
字
で
、
自
分
の

性
別
を
決
め
な
い
人
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
に
と
っ
て
、

性
別
を
き
っ
ぱ
り
と
分
け
て
生
活
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
と
て
も
苦

し
く
、
生
き
づ
ら
い
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

　
私
は
、
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
だ
か
ら
就

職
が
で
き
な
か
っ
た
」
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
だ
か
ら
社
会
保
障
を
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
差
別
的
な
考

え
は
、
社
会
か
ら
取
り
除
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
で

も
芸
能
界
で
活
躍
し
た
り
、
世
界
中

の
人
々
の
生
活
を
支
え
る
仕
事
を
し

て
い
た
り
す
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
で
あ
る
こ
と
は
特

別
な
こ
と
で
は
な
い
し
、
今
で
は
あ

っ
て
当
た
り
前
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。 

　
と
こ
ろ
で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
で

あ
っ
て
も
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け

る
た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、
差
別

意
識
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
を
傷
つ
け

る
よ
う
な
言
葉
や
行
為
な
ど
の
人
権

侵
害
を
な
く
す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

と
て
も
小
さ
な
一
歩
で
す
が
、
そ
れ

が
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
や

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
大

き
な
夢
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人

が
自
分
の
性
別
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

を
抱
か
な
く
な
れ
ば
、
よ
り
多
く
の

人
が
自
分
ら
し
く
自
由
に
生
き
る
社

会
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。 

　
も
し
、
あ
な
た
の
周
り
に
自
分
の

性
別
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
人
が
い

た
ら
、
そ
れ
を
受
け
止
め
て
ゆ
っ
く

り
と
話
を
聞
い
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
自
分
の

気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て

く
れ
る
人
が
近
く
に
一

人
で
も
い
れ
ば
、
き
っ

と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
も

心
強
い
と
思
い
ま
す
。

相
手
を
思
い
や
る
気
持

ち
が
あ
れ
ば
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
の
人
と
も
良
好
な

人
間
関
係
を
築
い
て
い
け
る
と
思
い

ま
す
。 

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人
も
そ
う
で
な
い

人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
ら
し
い
色

に
輝
き
、
そ
れ
ら
が
重
ね
合
わ
さ
っ

て
大
き
な
虹
に
な
る
。
そ
ん
な
多
様

な
個
性
が
認
め
合
え
る
世
界
に
な
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
生
き
る 

　
虹
色
の
社
会
」 

福
崎
東
中
学
校
２
年（
当
時
） 

上
杉
こ
の
み 

６ 

福崎小学校４年（当時） 
若畑有姫 

大
丈
夫
　
た
よ
っ
て
い
い
よ 

　
仲
間
だ
よ 

福
崎
小
学
校
５
年（
当
時
）　
小
國
香
菜 

な
か
ま
は
ず
れ 

　
そ
れ
っ
て
ほ
ん
と
に 

　
　
楽
し
い
の
？ 

八
千
種
小
学
校
３
年（
当
時
）　
藤
本
菜
摘 

心
の
ド
ア
　
開
く
の
は
人 

　
思
い
や
り 

福
崎
西
中
学
校
３
年（
当
時
）　
高
橋
千
穂 

み
ん
な
が
ね
　
笑
顔
に
な
る
よ 

　
「
あ
り
が
と
う
。」 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　
牛
尾
心
音 



田
原
小
学
校
５
年（
当
時
） 

美
野
詩
織 

福
崎
西
中
学
校
２
年（
当
時
） 

仲
本
瑞
生 

福
崎
東
中
学
校
１
年（
当
時
） 

山
本
奈
々 

生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
突
然
、
自
宅
に
孫
ぐ
ら
い
の
若

者
が
や
っ
て
き
て
「
壊
れ
た
物
で

も
大
丈
夫
。
何
か
買
い
取
ら
せ
て
。

買
い
取
ら
な
い
と
上
司
に
怒
ら
れ

る
」
と
話
し
た
。
気
の
毒
に
思
い
、

玄
関
を
開
け
話
を
聞
い
た
。
そ
こ

へ
上
司
と
名
乗
る
年
配
の
男
性
が

現
れ
「
貴
金
属
を
見
せ
て
欲
し 

い
」
と
話
し
だ
し
、
断
る
の
が
怖

く
て
言
わ
れ
る
が
ま
ま
貴
金
属
を

見
せ
た
。 

　
結
局
、
買
い
取
っ
た
の
は
金
の

ネ
ッ
ク
レ
ス
や
ダ
イ
ヤ
の
指
輪 

だ
っ
た
。
契
約
時
は
、
最
近
身
に

着
け
て
い
な
い
し
、
売
っ
て
も
良

い
と
思
い
代
金
を
受
け
取
っ
た
が
、

後
で
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
高
額

で
購
入
し
た
貴
金
属
が
ほ
ん
の
わ

ず
か
な
代
金
で
買
い
取
ら
れ
て
不

満
。
や
っ
ぱ
り
返
却
し
て
欲
し
い
。 

　
　
　
　
　
　
（
８０
歳
代
女
性
） 

〔
処
理
〕 

　
今
回
の
契
約
は
訪
問
購
入
に
該

当
す
る
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
可
能
で
す
。
は
が
き
の
書
き

方
を
伝
え
、
簡
易
書
留
な
ど
記
録

の
残
る
方
法
で
送
る
よ
う
助
言
し

ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
か
ら

業
者
に
連
絡
を
し
、
相
談
者
の
意

向
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
買
取
業
者

は
品
物
の
返
還
に
応
じ
、
相
談
者

は
受
け
取
っ
た
代
金
を
返
金
し
ま

し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
「
訪
問
購
入
」
と
は
、
事
業
者

が
消
費
者
の
自
宅
等
を
訪
問
し
て

物
品
の
購
入
を
行
う
取
引
の
こ
と

で
す
。「
電
話
勧
誘
」「
訪
問
販
売
」

と
同
様
に
特
定
商
取
引
法
の
規
制

対
象
で
、
契
約
書
を
交
付
さ
れ
て

か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

   

そ
の
他
の
相
談
事
例 

○
玄
関
で
座
り
込
み
、
断
っ
て
も

し
つ
こ
く
買
取
り
を
す
る
ま
で

帰
ら
な
い 

○
「
い
ら
な
い
着
物
を
買
う
」
と

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
が
、
実

際
は
「
指
輪
を
売
っ
て
く
れ
」

と
言
わ
れ
た 

○
売
っ
た
物
を
返
し
て
ほ
し
い
が

買
取
業
者
が
分
か
ら
な
い 

○
契
約
書
に
「
〜
一
式
」
と
だ
け

書
か
れ
、
買
取
品
の
詳
細
が
分

か
ら
な
い 

○
返
却
を
求
め
た
ら
「
も
う
溶
か

し
た
」
、
「
す
で
に
転
売
し
て

し
ま
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
　 

○
契
約
後
す
ぐ
に
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
を
申
し
入
れ
た
が
「
買
取

り
の
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
で
き
な
い
」「
キ
ャ
ン
セ
ル

料
が
い
る
」
と
い
わ
れ
た 

 

訪
問
購
入
で
の
注
意
点 

○
業
者
に
一
度
渡
っ
て
し
ま
っ
た

品
物
は
、
簡
単
に
は
取
り
返
せ

ま
せ
ん
。
買
い
取
っ
て
も
ら
う

つ
も
り
が
な
い
な
ら
き
っ
ぱ
り

断
り
ま
し
ょ
う
。 

○
契
約
前
に
、
業
者
の
会
社
名
・

住
所
・
電
話
番
号
を
確
認
し
、

古
物
商
許
可
証
等
の
提
示
を
求

め
ま
し
ょ
う
。
納
得
し
て
売
る

場
合
で
も
、
契
約
内
容
が
書
か

れ
た
書
面
を
必
ず
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。 

○
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中
（
８

日
間
）
は
物
品
の
引
渡
し
を
拒

み
手
元
に
置
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
す
ぐ
に
引
き
渡
さ
ず
、
よ

く
考
え
る
時
間
を
作
り
ま
し
ょ

う
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

不
用
品
買
い
取
り
の
は
ず
が
 

貴
金
属
を
買
い
取
ら
れ
た
！
 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

７ 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 



町
長
提
案
説
明
の
抜
粋 

令
和
３
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
８２
億
６
３
０
０
万
円
（
前
年
度
比
０
・
２
％
減
）

総
額
１
７
１
億
３
０
０
０
万
円
（
前
年
比
７
・
６
％
増
）
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
令
和
３
年
度
予
算
は
、
第
５
次

総
合
計
画
の
実
現
と
福
崎
町
総
合

戦
略
の
取
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
行
政
改
革
の
不
断
の
取
組
み

に
よ
り
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

社
会
で
あ
っ
て
も
「
創
意
と
工
夫

で
輝
く
ま
ち
」
を
築
い
て
い
く
た

め
の
予
算
と
な
る
よ
う
編
成
し
て

い
ま
す
。 

　
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
８２

億
６
３
０
０
万
円
で
、
対
前
年
度

比
０
・
２
％
の
減
、
特
別
会
計
を

合
わ
せ
た
総
額
は
、
対
前
年
度
比

７
・
６
％
増
の
１
７
１
億
３
０
０

０
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

各
課
が
取
り
組
む
主
な
事
業
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

【
総
務
課
】 

　
町
制
施
行
６５
周
年
を
迎
え
、
５

月
３
日
に
は
記
念
式
典
、
８
月
２９

日
に
は
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
を

行
い
ま
す
。 

　
任
期
満
了
に
伴
う
、
福
崎
町
議

会
議
員
選
挙
を
執
行
し
ま
す
。
ま

た
、
兵
庫
県
知
事
選
挙
、
衆
議
院

議
員
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
友
好
都
市
岩
手
県
遠
野
市
と
の

交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
継
続
し

友
好
の
絆
を
深
め
て
い
き
ま
す
。 

【
企
画
財
政
課
】 

　
健
全
な
財
政
運
営
に
つ
い
て
、

各
種
事
業
を
進
め
る
一
方
で
、
中

長
期
的
な
見
通
し
を
念
頭
に
置
き

な
が
ら
、
第
６
次
行
政
改
革
実
施

計
画
に
沿
っ
て
改
革
に
取
り
組
み

ま
す
。 

【
税
務
課
】 

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

納
付
や
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
使
っ

た
決
済
を
導
入
し
、
納
税
者
へ
の

利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。 

【
地
域
振
興
課
】 

　
自
立
（
律
）
の
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、

地
域
の
自
立
に
向
け
た
集
落
活
動

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

　
観
光
振
興
で
は
、
駅
前
・
　
川

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
賑
わ
い
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。
妖
怪
ベ
ン
チ

の
増
設
や
観
光
ア
プ
リ
を
活
用
し

た
誘
客
、
周
遊
観
光
の
促
進
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
増
加
す
る
観
光

客
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
な
駐

車
場
を
整
備
し
ま
す
。 

【
住
民
生
活
課
】 

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

促
進
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
写

真
撮
影
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
や
休
日

受
付
窓
口
の
開
設
を
行
い
ま
す
。 

　
防
犯
灯
、
凍
結
防
止
ミ
ラ
ー
、

通
学
路
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設

置
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒
の
通
学

の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。 

　
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
く
れ

さ
か
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

廃
炉
に
向
け
、
中
継
施
設
整
備
工

事
を
実
施
し
ま
す
。
神
崎
郡
ご
み

処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
整

備
基
本
計
画
の
策
定
、
測
量
・
地

質
調
査
、
生
活
環
境
影
響
調
査
等

を
実
施
し
ま
す
。 

　
防
災
対
策
で
は
、
防
災
資
機
材

の
充
実
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成

強
化
に
努
め
ま
す
。 

【
健
康
福
祉
課
】 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
は
、

新
た
に
加
西
市
方
面
へ
の
運
行
を

火
曜
日
、
木
曜
日
の
週
２
回
実
施

し
ま
す
。 

　
妊
婦
が
陣
痛
や
体
調
不
良
な
ど

に
よ
り
受
診
が
必
要
と
な
っ
た
際

に
利
用
で
き
る
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー

タ
ク
シ
ー
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。 

　
住
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図

る
た
め
、
４０
歳
以
上
対
象
の
保
健

事
業
と
６５
歳
以
上
の
介
護
予
防
事

業
を
一
体
的
に
実
施
し
ま
す
。 

【
農
林
振
興
課
】 

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
策
定

を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。 

　
福
崎
町
特
産
の
も
ち
麦
に
つ
い

て
、
も
ち
麦
産
地
振
興
協
議
会
が

大
学
と
の
連
携
な
ど
を
通
し
て
、

も
ち
麦
の
健
康
機
能
性
を
活
か
し

た
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
進
め
ま
す
。 

　
高
岡
・
福
田
地
区
の
県
営
ほ
場

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
更
な
る
推

進
を
図
り
ま
す
。 

　
た
め
池
整
備
事
業
で
は
、
引
き

続
き
三
谷
池
の
本
体
工
事
を
進
め

ま
す
。 

【
ま
ち
づ
く
り
課
】 

　
福
崎
駅
田
原
線
の
延
伸
並
び
に

千
束
新
町
線
改
良
事
業
に
着
手
し

ま
す
。 

　
直
谷
川
や
大
内
川
な
ど
の
堆
積

土
砂
の
浚
渫
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
実
施
す
る
、
福

崎
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
に

対
し
、
補
助
を
行
い
ま
す
。 

　
特
定
空
き
家
に
対
し
指
導
・
助

言
・
勧
告
等
を
行
い
ま
す
。 

【
学
校
教
育
課
】 

　
福
崎
小
学
校
北
校
舎
の
長
寿
命

化
改
良
工
事
を
継
続
し
て
行
い
ま

す
。 

　
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
修

に
つ
い
て
、
実
施
設
計
を
行
い
ま

す
。 

　
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

で
整
備
し
た
校
内
の
Ｗ
ｉ - 

Ｆ
ｉ

環
境
と
児
童
生
徒
１
人
１
台
端
末

を
使
い
、
学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
有

効
に
活
用
し
な
が
ら
新
し
い
時
代

の
学
校
教
育
を
推
進
し
ま
す
。 

　
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
英
語

検
定
の
受
検
者
に
補
助
金
を
支
給

し
ま
す
。 

【
社
会
教
育
課
】 

　
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
で

は
、
松
岡
映
丘
生
誕
１
４
０
年
に

向
け
、
２
回
の
画
稿
展
を
開
催
し

ま
す
。 

　
大
庄
屋
三
木
家
住
宅
で
は
、
令

和
２
年
度
に
整
備
し
た
展
示
兼
収

蔵
施
設
に
お
い
て
、
貴
重
な
資
料

の
公
開
・
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
で
は
、
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
・
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
照

明
設
備
の
更
新
を
行
い
ま
す
。 

【
上
下
水
道
課
】 

　
水
道
事
業
で
は
、
老
朽
化
し
た

西
谷
地
区
の
配
水
管
更
新
工
事
、

工
業
団
地
配
水
池
と
加
圧
ポ
ン
プ

所
の
監
視
制
御
装
置
更
新
工
事
を

実
施
し
ま
す
。 

　
下
水
道
事
業
で
は
、
川
す
そ
雨

水
幹
線
及
び
直
谷
第
２
雨
水
幹
線

工
事
を
進
め
て
行
き
ま
す
。 

　
工
業
団
地
造
成
事
業
で
は
、
東

部
工
業
団
地
造
成
工
事
完
了
後
、

用
地
売
却
を
行
い
、
企
業
立
地
に

よ
る
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。 

総額 ８２億６３００万円 一般会計 １７１億３０００万円 

８ 



●令和３年度一般会計歳入内訳及び比較表● 
（単位：千円、％） 

予　算　額 
前年比 科　　　目 

令和３年度 令和２年度 

構　成　比 

令和３年度 令和２年度 

町 税  

地 方 譲 与 税  

利子割交付金  

配当割交付金  

株式等譲渡所得割交付金 

法人事業税交付金 

地方消費税交付金 

ゴルフ場利用税交付金 

環境性能割交付金 

地方特例交付金 

地 方 交 付 税  

交通安全対策特別交付金 

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

国 庫 支 出 金  

県 支 出 金  

財 産 収 入  

寄 附 金  

繰 入 金  

繰 越 金  

諸 収 入  

町 債  

3,069,900 

74,429 

2,500 

15,000 

15,000 

50,000 

472,000 

14,000 

10,800 

88,200 

1,300,000 

3,000 

182,549 

75,529 

680,214 

576,532 

7,700 

100,101 

421,451 

60,000 

329,195 

714,900 

8,263,000

3,292,400 

80,200 

2,200 

15,000 

9,200 

35,000 

474,000 

17,000 

14,500 

21,700 

1,240,000 

3,000 

182,780 

75,384 

711,527 

530,169 

5,503 

52,101 

295,481 

60,000 

325,855 

837,000 

8,280,000

△6.8 

△7.2 

13.6 

0.0 

63.0 

42.9 

△0.4 

△17.6 

△25.5 

306.5 

4.8 

0.0 

△0.1 

0.2 

△4.4 

8.7 

39.9 

92.1 

42.6 

0.0 

1.0 

△14.6 

△0.2

37.2 

0.9 

0.0 

0.2 

0.2 

0.6 

5.7 

0.2 

0.1 

1.1 

15.7 

0.0 

2.2 

0.9 

8.2 

7.0 

0.1 

1.2 

5.1 

0.7 

4.0 

8.7 

100.0

39.8 

1.0 

0.0 

0.2 

0.1 

0.4 

5.7 

0.2 

0.2 

0.3 

15.0 

0.0 

2.2 

0.9 

8.6 

6.4 

0.1 

0.6 

3.6 

0.7 

3.9 

10.1 

100.0歳 入 合 計 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

●令和３年度一般会計及び特別会計予算総額● 
（単位：千円、％） 

会　計　名 
 

一 般 会 計  

国民健康保険事業特別会計 

後期高齢者医療事業特別会計 

介護保険事業特別会計 

水 道 事 業 会 計  

工業用水道事業会計 

下水道事業会計  

工業団地造成事業会計 

合　　　計 

令和３年度 

8,263,000 

1,985,700 

290,300 

1,733,200 

552,100 

53,900 

2,428,900 

1,822,900 

17,130,000

令和２年度 

8,280,000 

1,927,100 

276,200 

1,706,800 

933,500 

49,100 

2,190,500 

552,400 

15,915,600

金　額 

△17,000 

58,600 

14,100 

26,400 

△381,400 

4,800 

238,400 

1,270,500 

1,214,400

前年比 

△0.2 

3.0 

5.1 

1.5 

△40.9 

9.8 

10.9 

230.0 

7.6

予　算　額 比　　　較 

９ 

●地方債現在高● 
令和3年度末残高見込 一 般 会 計　　113億9,200万円（１人当たり約　600,000円） 

公営企業会計　　103億9,100万円（１人当たり約　547,000円） 
合　　　　計　　217億8,300万円（１人当たり約1,147,000円） 

H29 H30 R1 R2（見込） R3（見込） 

百万円 

公営企業債 

一般会計債 
10,391

11,392

10,961

11,736

10,648

11,506

11,671

11,271

11.300

11,577

●私たちが負担する税（１人当たり） 
※2月28日現在の人口18,993人で 161,633円 

固定資産税 58.3％ 
94,256円 

軽自動車税 2.2％　3,543円 
たばこ税 4.8％　7,687円 

　　町民税 34.7％ 
　　　56,147円 
うち個人分 28.2％　 
45,654円　 

●私たちに使われる町のお金（１人当たり） 
※2月28日現在の人口18,993人で 435,055円 

議会費　6,280円 

衛生費 
　31,513円 

総務費　46,319円 

民生費 
141,277円 

予備費　105円 
公債費　55,294円 

教育費　54,658円 

農林水産業費 
　23,434円 

商工費　13,696円 

土木費　44,036円 

消防費 
18,443円 

●令和３年度一般会計歳出目的別内訳及び比較表● 
（単位：千円、％） 

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農林水産業費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

予 備 費  

119,271 

879,734 

2,683,280 

598,518 

445,087 

260,126 

836,386 

350,281 

1,038,117 

1,050,200 

2,000 

8,263,000

135,414 

782,068 

2,579,719 

524,532 

406,642 

266,055 

859,954 

432,370 

1,317,176 

974,070 

2,000 

8,280,000

△11.9 

12.5 

4.0 

14.1 

9.5 

△2.2 

△2.7 

△19.0 

△21.2 

7.8 

0.0 

△0.2

1.4 

10.7 

32.5 

7.3 

5.4 

3.1 

10.1 

4.2 

12.6 

12.7 

0.0 

100.0

1.6 

9.5 

31.2 

6.3 

4.9 

3.2 

10.4 

5.2 

15.9 

11.8 

0.0 

100.0歳 出 合 計 

予　算　額 
前年比 科　　　目 

令和３年度 令和２年度 

構　成　比 

令和３年度 令和２年度 
１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

●基金積立金現在高● 
令和3年度末残高見込 一　般　会　計　　19億3,900万円（１人当たり約102,000円） 

特別会計・企業会計　　　2億1,600万円（１人当たり約　11,000円） 
合　　　　　計　　21億5,500万円（１人当たり約113,000円） 

H29 H30 R1 R2（見込） R3（見込） 

284

2,253

216

1,939
2,383

383
435

2,170

331

2,230

百万円 

特別会計・企業会計 

一般会計分 



令和３年度に取り組む　新型コロナウイルス感染症対策事業 
　３月議会で、新型コロナウイルスの感染拡大防止対策や、みなさんの生活と地域経済を支えるための経

費を盛り込んだ、令和２年度の補正予算と、令和３年度予算が成立しました。 

　ワクチン接種を最重点事業として取り組むとともに、避難所や学校・こども園での感染症対策、子育て

世帯の生活支援などを実施します。具体的な事業は下記のとおりです。 

　これらのほかにも、新型コロナウイルスの感染状況を見極め、随時、状況に応じた対策を行います。また、

国や県と協調して行う支援策など、新たな支援策が決まり次第お知らせします。 

新生児世帯応援給付金給付
事業【継続】 

令和２年度実施事業の継続事業として、令和３年度に生まれた
子一人あたり１０万円給付 

１５００万円 

１８３０万円 

プレミアム付商品券事業 
【令和３年度】 

１万２千円分の商品券を１万円で販売（総額１億２０００万円発 
行） 

１６００万円 

新型コロナウイルス感染症
対応物資購入事業（その２） 

避難所用感染症対策備品の購入 
（間仕切り　５０台、段ボールベッド　５０台） 

１００万円 

学校教育活動継続支援事業 
学校における感染症対策の強化に要する衛生資材費等の整備お
よび教職員の研修機会の確保　※総事業費の１/２は国庫補助 

６００万円 

認定こども園感染症拡大予
防対策事業 

認定こども園における感染症対策の強化に要する衛生資材等の
整備　※総事業費の１/２は国庫補助 

１９０万円 

窓口対話支援システム設置
事業 

窓口アクリル板やマスク着用の影響による「声の聞こえにくさ」
を改善するため、コミューン（専用スピーカー）を設置 

５８万円 

地域公共交通新型コロナウ
イルス対応型運行支援事業 

車内等の密度を上げないように便数等に配慮した運行に取り組
む地域公共交通事業者への支援　※負担割合　町１/４ 

新型コロナウイルスワクチ
ン接種事業 

対象者１６，４５０人へのワクチン接種 
（１６歳以上の者、医療従事者、高齢者施設従事者） 

９．２万円 

１億　　　 
４６０万円 

新型コロナウイルス感染症
拡大防止協力金事業 
【従来分】 

 
飲食店等持続応援事業 

県の要請で時短営業に協力した飲食店等の店舗に対し、協力金
を支給（６万円/日） 
町負担：６万円×地方負担２０％×町負担１/３×２５日間（１/１４～２/７） 

令和２年４月から令和３年３月までのいずれか一月の売上高が
前年同月比で２０％以上減少している飲食店等事業者に、一律 
２０万円を支給 

７３０万円 

新型コロナウイルス感染症
拡大防止協力金事業 
【延長分】 

県の要請で時短営業に協力した飲食店等の店舗に対し、協力金
を支給（６万円/日・４万円/日） 
町負担：６万円×地方負担２０％×町負担１/３×２１日間（２/８～２/２８） 
町負担：４万円×地方負担２０％×町負担１/３×７日間（３/１～３/７） 

８２０万円 

１０ 



１１ 

　新型コロナウイルスワクチン接種は、現在、医療従事者等への先行接種が行われています。 
　福崎町には、４月末に最初のワクチンが配送され、５月初旬から高齢者への接種を始める予定です。接
種方法は、保健センター、エルデホールでの「集団接種」または、医療機関での「個別接種」などから選
択することができます。 

　ワクチン接種は強制ではありません。感染予防効果と副反応のリスクの双方について理解したうえで、
自らの意思で接種してください。 

接種順位 対象者 

医療従事者等 

基礎疾患を有する人 

上記以外の人 

高齢者（昭和３２年４月１日以前生） 

①高齢者施設等の入所者　(一部従事者含む） 

②意向確認票到着順 

１ 

２ 

３ 

４ 

＊福崎町では、重症化やクラスター発生

のリスクを考慮して、高齢者施設等の

入所者を優先で接種します。 

＊ワクチンの余剰を防ぐため、施設従事

者の一部も同時に接種します。 

接種の流れ 

◆順位2．高齢者・・・予防接種の意向確認を行います 

◆順位3．基礎疾患を有する人、4．上記以外の人・・・開始時期・予約方法は未定 

　６５歳以上の方にワクチン接種意向確認票を郵送しています。接種を希望される方もされない方も必ず

返送してください。 

・・ 

・・・・・・・・ 

ワ
ク
チ
ン
接
種
意
向
調
査
確
認
票 

接種を　 
希望する 

集団接種 

接種希望の有無と希望の接種会場に○をつけて返送 

町内のかのかりつけ医で接種 

入所施設で接種 

町外のかかりつけ医で接種 

接種を希望しない 

接種券 と 予約票 を郵送します 

＊１回目と２回目の接種日を町で 

　決めて連絡します 

接種券 を郵送します 

＊施設やかかりつけ医と相談して 

　接種してください 

新型コロナウイルスワクチン接種 に向け準備を進めています 

接種の同意 

◆ワクチン接種の受け方、予約について 
　　福崎町新型コロナワクチンコールセンター　　２３－０５６７（月～金 ８：３０～１７：１５） 
◆ワクチン接種に関する一般的な問い合わせ 
　　保健センター　　２２－０５６０（内線３６０～３６３）（月～土 ８：３０～１７：１５） 
◆医学的な内容など専門的な相談 
　　兵庫県新型コロナワクチン専門相談　　０７８－３６１－１７７９（毎日 ９：００～１７：３０）/Fax０７８－３６１－１８１４ 
◆ワクチンの有効性や安全性について 
　　厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター　　０１２０－７６１７７０（毎日 ９：００～２１：００） 

コールセンター及び相談窓口 
ゼロコロナ 



福崎町議会議員選挙のお知らせ 

投票できる人 平成１５年４月２６日以前に生まれ、令和３年１月１９日以前 
から引き続き福崎町内に住所のある人 

期 日 前 投 票 投票日に仕事や買い物等の予定がある人は期日前投票ができます 
　期間　４月２１日（水）～２４日（土） 
　時間　午前８時３０分～午後８時 
　場所　福崎町役場　１階 

選挙公報の配布 立候補届出者の氏名や政策などを記載した選挙公報を、新聞折込で配布する予定です。 
下記の場所にも設置しますのでご利用ください。※ホームページにも掲載します。 

役場１階　情報公開コーナー、期日前投票所入口、文化センター、エルデホール、 
図書館、八千種研修センター 

ご注意ください！ 
配布された選挙公報や福崎町選挙管理委員会ホームページ上の選挙公報を、印刷、プリントアウト
して不特定又は多数の人に頒布すると、公職選挙法に抵触することがあります。 

　選挙公報や投開票速報など、選挙に関する情報は町のホームページ内『選挙』のページで
もお知らせしています。 
　詳しくは、福崎町選挙管理委員会にお問い合わせください。（総務課内　内線２２１・２２２） 

　
選
挙
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
有
権
者
の
み
な
さ
ん

が
安
全
・
安
心
な
環
境
で
投
票
を
行
え
る
よ
う
、
投
票

所
内
の
感
染
症
対
策
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

投
票
所
で
の
対
策 

・
投
票
所
出
入
口
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
設
置
し
ま

す
。 

・
投
票
管
理
者
、
投
票
立
会
人
、
事
務
従
事
者
は
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
対
応
し
ま
す
。 

・
記
載
台
は
、
間
隔
を
あ
け
て
設
置
し
ま
す
。 

・
投
票
所
内
は
、
当
日
の
天
候
や
投
票
所
の
状
況
を
み

な
が
ら
、
こ
ま
め
に
換
気
を
行
い
ま
す
。 

・
投
票
用
紙
は
、
手
袋
を
着
用
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。 

・
投
票
所
内
の
備
品
（
記
載
台
等
）
は
、
定
期
的
に
消

毒
し
ま
す
。 

・
筆
記
用
具
は
通
常
の
鉛
筆
の
ほ
か
に
使
い
捨
て
の
ク

リ
ッ
プ
ペ
ン
シ
ル
も
用
意
し
ま
す
。
（
ご
自
身
で
鉛

筆
又
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
ご
持
参
い
た
だ
い
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
） 

・
投
票
所
内
が
混
雑
し
な
い
よ
う
、
状
況
に
応
じ
て
入

場
調
整
を
行
い
ま
す
。 

 

み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い 

・
手
指
の
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

・
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

・
周
り
の
人
と
の
距
離
を
保
つ
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

・
ご
自
身
で
鉛
筆
や
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
持
参
し
、

投
票
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
（
投
票

用
紙
は
原
材
料
に
樹
脂
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
ボ

ー
ル
ペ
ン
や
水
性
ペ
ン
で
は
投
票
用
紙
が
汚
れ
た
り

文
字
が
に
じ
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
） 

・
帰
宅
後
は
、
手
洗
い
・
う
が
い
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

投
票
所
で
の 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策 

　町は、すみよしの郷内に設置している福崎町障害相談支援センターに対して、「障がい児相談支援
事業所」の指定を行いました。これにより、センターでは、町内で初めて１８歳未満の子に対する障害
福祉サービスの利用計画を作成できるようになりました。 
　また、福崎町第２老人デイサービスセンター（すみよしの郷）は、県から「共生型サービス」事業所
の指定を受け、４月から、６５歳未満の身体に障がいのある方が高齢の方と同じスペース・同じスタッ
フで障害福祉サービスを受けられる施設となりました。 
問い合わせ先　健康福祉課　町民福祉係（内線３６５） 
　　　　　　　障害相談支援センター　　３５－８５７５ ／ 第２老人デイサービスセンター　 　２２－６６６３ 

障がい児相談支援事業所の指定を行いました 

１２ 



国民年金のお知らせ 国民年金のお知らせ 国民年金のお知らせ 国民年金被保険者の種類は職業などによって３種類あり、それ ぞれ加入手続きや保険料の納付方法が違います。 

種　類 

第１号 
被保険者 

第２号 
被保険者 

第３号 
被保険者 

対象者 

・学生 
・自営業者 
・無職の人　等 

・会社員 
・公務員　等 

第２号被保険者 
に扶養されてい 
る配偶者 

住民票のある市区 
町村役場へ届出 

勤務先で事業主が 
届出 

配偶者の勤務先経 
由で届出 

各自が納付 

勤務先で納付 
（給料から天引き） 

自己負担なし 
（配偶者が加入する 
年金制度が負担） 

加入の届出 保険料の納付方法 役場で手続きが必要なとき 

付加保険料を納付したいとき 
（国民年金保険料＋４００円） 

年金手帳を紛失したとき 
※就職により会社に提出する必要が 
ある場合は、会社で再発行手続き 

保険料免除等の申請をしたいとき 

会社を退職したとき 

増収や離婚等で配偶者に扶養されな 
くなったとき 

配偶者が厚生年金保険や共済組合等 
に加入していた会社を退職したとき 

配偶者が６５歳になり第２号被保険者 
でなくなったとき 

※必要書類は事前にご確認ください。 住民生活課（内線３７１） 

令和３年度から町税の納め方が変わります 
　町税の納付方式を、町県民税、固定資産税、国民健康保険税の３税を合算して納める集合税方式か
ら、それぞれの税目ごとに納める単税方式に変更しました。 
　この変更によって、税目ごとに口座振替やコンビニ納付、スマホ決済（PayPay、LINEPay、楽天
銀行、PayB）など、異なる納付方法を選択することができます。 

＊納期限は各期の月末日（１２月は２５日）です。ただし、末日が土、日曜日または祝日の場合は、 
　翌営業日となります。 

年間の税額は変わりますか？ 

現在、口座振替で納税してい 
ます。手続きは必要ですか？ 

固定資産税と町県民税を別々 
の口座で振替できますか？ 

口座振替からスマホ決済に変 
更したいのですが、どうすれ 
ばよいですか？ 

一括で納付はできますか？ 

年間の合計税額に増減はありません 

現在の口座で今までどおり税金を引き落とす場合、手続きは 
必要ありません。なお、月ごとの税額が一定ではありません 
ので、残高不足にならないようご注意ください。 

可能ですが、金融機関で手続きが必要です。 

現在口座振替を利用している人が、スマホ決済を希望する場合 
は、金融機関で口座引き落としの廃止手続が必要です。なお、 
各種決済アプリのダウンロードはご自身で行ってください。 

納期限は変わりますが、これまでと同様に全期用の納付書で 
一括で納付していただけます。 

問い合わせ先　税務課（内線３４１～３４３） 

固 定 資 産 税 

町　県　民　税 

国民健康保険税 

軽 自 動 車 税 

■ 

税　目 納付回数 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

● ● ● ● 

▲ 

◆ 

４回 

４回 

９回 

１回 

■ ■ ■ 

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ 

１３ 



国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
届
は
お
早
め
に 

　
会
社
を
退
職
さ
れ
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
た
り
、
就
職
な
ど
に
よ
り
社
会
保
険

に
加
入
し
、
国
保
か
ら
脱
退
す
る
場
合
は
、
必

ず
届
け
が
必
要
で
す
。 

 

◆
国
保
へ
加
入
す
る
場
合 

（
手
続
き
に
必
要
な
も
の
） 

・
直
近
の
社
会
保
険
喪
失
証
明
書
な
ど
、
社
会

保
険
を
い
つ
喪
失
し
た
か
が
わ
か
る
証
明
書

（
離
職
票
は
不
可
） 

・
手
続
き
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確
認
証
明
書

（
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
つ
き
の
も
の
） 

※
別
世
帯
の
方
が
手
続
き
に
来
ら
れ
る
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。 

　
退
職
な
ど
に
よ
り
国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
に
届
出
を
せ
ず
、
後
日
届
出
を
し

た
場
合
で
も
、
加
入
日
は
直
近
の
社
会
保
険
を

脱
退
し
た
日
で
す
。
国
保
税
は
そ
の
社
会
保
険

の
脱
退
日
ま
で
最
長
３
年
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

◆
国
保
か
ら
脱
退
す
る
場
合 

（
手
続
き
に
必
要
な
も
の
） 

・
社
会
保
険
被
保
険
者
証
（
社
会
保
険
加
入
に

よ
り
国
保
を
脱
退
す
る
人
全
員
の
証
） 

・
返
却
い
た
だ
く
国
保
証 

・
手
続
き
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確
認
証
明
書

（
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
つ
き
の
も
の
） 

※
別
世
帯
の
方
が
手
続
き
に
来
ら
れ
る
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。 

　
社
会
保
険
の
資
格
取
得
日
以
降
に
国
保
証
を

使
用
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
た
場
合
は
、
総
医

療
費
（
１０
割
）
か
ら
自
己
負
担
額
を
除
い
た
分

を
返
金
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
福
祉
課 

　
国
保
医
療
係
（
内
線
３
５
５
・
３
５
６
） 

■対象者　町内に居住し、住民登録がある人 

■補助の対象となる住宅 

・補助対象者が所有する、または所有者が改修

工事することに承諾し、対象者が自己の居住

の用に供している町内の住宅及びこれに付随

する施設 

・新築の場合は建物の登記日から３年を経過し

ている住宅 

■対象となる工事　町内に主たる事業所がある

施工業者（福崎町競争入札等参加資格登録業

者に限る・該当業者であるかは地域振興課ま

でお問い合わせください）を利用して行う改

修工事に要する経費が２０万円以上の工事 

※新型コロナウイルス対策に関する住宅改修工

事も対象です 

　町内の施工業者を利用し、住宅等の修繕、補修等改修工事を行う場合に、その経費の一部を補助し

ます。健康福祉課の「いきいき住宅助成事業」と併用が可能です。 

■補助金の額　工事に要する経費の１０％に相当
する額以内で１０万円を限度とする。（１,０００円
未満の端数切り捨て） 
■対象期間　令和５年３月３１日まで（ただし、
令和３年４月１日以降に着手し、令和４年３月
３１日までに工事及び支払いを完了していること） 
■補助の回数　同一住居又は同一人について１回 
■申請手続　◎着工前の申請が必要です 
　改修工事の着工前に、補助金交付申請書に事
業計画書・収支予算書・建物登記簿謄本または
建物の所有権を証明できる書類・改修見積書・
施工前写真・町納税証明書を添付し、地域振興
課に申請してください。 
 
申請・問い合わせ先　地域振興課（内線３９１） 
※ホームーページにも詳しく掲載しています。 

１４ 

住宅改修助成制度をご活用ください 令和3年分 

就学援助金・通園補助金 
のお知らせ 

　特別支援学校や障がい福祉サービ 
ス提供事業所に通う人に「就学援助金」 
や「通園補助金」が支給されます。  
◆就学援助金対象者 
特別支援学校に就学する児童生徒
の保護者  
◆通園補助金対象者 
町外の障がい福祉サービス提供事
業所に週３回以上通う人 
※無料送迎利用の場合や事業所か
ら交通費の補助がある場合は支
給されないことがあります。 
※福祉車両等実施事業や他の法令
等により交通費の支給がある場
合は対象外です。 

 

 

 

 

 
問い合わせ先　健康福祉課　 
　町民福祉係（内線３６５） 



農業委員会

農業委員会 
だより 

自
分
の
所
有
し
て
い
る
農 

地
に
農
業
用
倉
庫
を
建
て 

た
い
の
で
す
が
、
許
可
は 

い
り
ま
す
か
？ 

 

Ａ
　
所
有
農
地
の
保
全
ま
た

は
利
用
増
進
の
た
め
の
施
設
、

例
え
ば
、
農
業
用
倉
庫
、
農

道
、
排
水
路
等
の
農
業
経
営

上
必
要
な
施
設
で
、
転
用
す

る
面
積
が
２
０
０
㎡
未
満
の

場
合
は
、
事
前
に
農
業
委
員

会
に
届
出
を
す
れ
ば
、
許
可

は
要
し
な
い
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
所
有
者
以
外
の

第
三
者
が
行
う
場
合
や
、
転

用
面
積
が
２
０
０
㎡
以
上
の

場
合
は
、
許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
。 

　
な
お
、
農
用
地
区
域
内
の

農
地
（
農
振
農
用
地
）
の
場

合
は
、
農
業
用
施
設
で
あ
っ

て
も
転
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
他
に
適

所
が
な
く
、
や
む
を
得
ず
そ
の
土
地

に
農
業
用
施
設
を
建
て
る
場
合
は
、

農
業
用
施
設
用
地
に
「
用
途
変
更
」

す
る
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
農
林
振
興
課
担
当
者
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

                     

問
い
合
わ
せ
先 

福
崎
町
農
業
委
員
会 

（
農
林
振
興
課
内
・
内
線
３
１
５
） 

農
地
を
無
断
で
転
用
す
る
の
は

農
地
法
違
反
で
す
！ 

 
　
適
法
な
手
続
き
を
行
わ
ず
に

農
業
用
倉
庫
等
を
建
築
す
る
こ

と
は
、
「
無
断
転
用
」
に
な
り

ま
す
。
無
断
転
用
は
、
農
地
法

に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
、
農

地
等
の
権
利
取
得
の
効
果
が
生

じ
な
い
だ
け
で
な
く
、
県
知
事

に
よ
り
工
事
の
中
止
、
原
状
回

復
な
ど
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
法
違

反
に
対
し
罰
則
の
規
定
も
あ
り

ま
す
の
で
、
農
業
用
施
設
等
を

建
て
ら
れ
る
前
に
は
必
ず
農
業

委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

注
意 

　
町
内
の
一
部
地
域
に
お
い
て
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
（
和
名
‥
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
田
植
え
後
の
柔
ら

か
い
苗
を
食
べ
被
害
を
与
え
る
た
め
、
被

害
防
止
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

◆
田
植
え
前
に
す
る
こ
と 

①
取
水
口
や
排
水
口
に
ネ
ッ
ト
や
金
網
を

設
置
し
、
水
田
へ
の
侵
入
を
防
止
す
る

（
目
合
９
㎜
程
度
） 

②
浅
水
管
理
が
し
や
す
い
よ
う
に
、
ほ
場

を
均
平
に
す
る 

◆
田
植
え
後
に
す
る
こ
と 

①
移
植
後
３
週
間
（
食
害
を
受
け
に
く
い

５
葉
期
ま
で
）
は
、
水
田
の
水
深
を
４

㎝（
理
想
は
１
㎝
）以
下
に
保
つ 

②
成
貝
・
卵
塊
と
も
見
つ
け
し
だ
い
捕
殺

す
る 

（
注
意
）人
体
に
有
害
な
寄
生
虫
が
い
る
場

合
が
あ
る
た
め
素
手
で
触
ら
な
い 

③
用
排
水
路
の
雑
草
の
除
去
、
水
路
清
掃

な
ど
を
地
域
全
体
で
実
施
す
る 

④
機
械
に
付
着
し
た
土
は
、
よ
く
洗
浄
し

て
か
ら
移
動
す
る 

※
被
害
の
あ
る
水
田
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
用
の
薬
剤
の
使
用
も
検
討
し
ま
し
ょ

う
。 

問
い
合
わ
せ
先 

農
林
振
興
課
（
内
線
３
１
１
） 

姫
路
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー 

　
０
７
９
・
２
８
１
・
９
３
２
５ 

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
防
除 

特
に
田
植
え
後
３
週
間
が
重
要
で
す 

１５ 

福崎町生涯楽集データバンク「まちの先生」 福崎町生涯楽集データバンク「まちの先生」 福崎町生涯楽集データバンク「まちの先生」 
がくしゅう 

～あなたの特技を眠らせないで～ 

趣味や特技を活かして教えてくださる『まちの先生』と、教えてもらいたい生徒さんをつなぎます。 

先生の登録や利用の申し込みは、いずれも総務課で
受け付けています。詳しくは総務課までお問い合わ
せください。ホームページにも掲載しています。 

デ
ー
タ
バ
ン
ク 

町内に在住・在勤する２０歳以上の人 町内に在住・在勤・在学する 

グループ 

＊２人以上で利用してください 
茶道・囲碁・将棋・手工芸・

料理・詩吟・手話・マジック

など、特技を地域の活動に役

立ててくださる先生を募集し

ています。 

申し込み・問い合わせ先　総務課　行政係（２２３） 



★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★定員を定めている行事への参加は、福崎町に在住の子どもとその保護者に限ります。 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

☆４月の製作『こいのぼり』 
　４月１５日（木）　製作時間：約２０分 
☆５月の製作『動くペットボトルカー』 
　５月２０日（木）　製作時間：約２０分 

　申込みは不要です。材料はこちらで用意します。
９:３０～１１:００の都合のよい時間におこしください。 
場　所　にこにこひろば 
対　象　就学前の子どもとその保護者 
定　員　３０人（先着順） 
 
 
 
 
 
※問い合わせはにこにこひろばへ。 

４月２０日（火）・５月１８日（火）　１０：００～１４：００ 
場所：文化センター　２階　和室　※託児あり 
個別相談員：大内和惠 
※申し込みは下記の３施設で受け付けます。 

個別相談（１日３組まで） 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
予定が変更になる場合があります。ＨＰで
お知らせしますのでご確認ください。 

日時　５月２６日（水）１０：００～１１：００　受付 ９：４５～ 
場所　文化センター　小ホール 
講師　福崎町個別相談員　大内和惠さん 
定員　親子１５組程度 
　先生のお話しを聞いたり、親子でわらべうたで
遊びます。同じホールで託児をしますので、お気
軽にお越し下さい。 
申し込み・問い合わせ先　ともだちひろば 

　小さな子ども向けの短い２作品を上演します。
手遊びや歌あそびもあります。 
日　時　５月２９日（土） 
　　　　①９：３０～１０：１０（受付９：２０） 
　　　　②１０：４０～１１：２０（受付１０：３０） 
場　所　にこにこひろば 
公　演　井出るみ子さん 
対　象　就学前の子どもとその親子 
定　員　各回１０組まで 
申込先　にこにこひろば 

　５月から“ミニすきっぷひろば”を開催します。 
　お子さんといっしょに絵本やわらべうた、リズ
ム遊びを楽しみながら楽しくすごしませんか。 
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、人数
を制限（要予約）して開催します。詳しくはおひ
さまらんどまでお問い合わせください。 
 
 
 
 
 
第１部　９：３０～１０：００、第２部　１０：３０～１１：００ 
＊消毒作業のため、２部制にします 

～わらべうたから学びましょう～ 

“ミニすきっぷひろば”予定 

５月 

６月 

７月 

７日（金） 

４日（金） 

２日（金） 

２１日（金） 

１８日（金） 

１６日（金） 

おんがくあそびの会【ドレミ】 
　５月１３日（木）１０：００～１１：００ 
　八千種研修センター 
　定員　１２組程度 
音に合わせたリズムあそびや季節の歌を歌ってい
ます。 
※申し込みはともだちひろばまで 

１６ 



お知らせ 

information

ス
ポ
ー
ツ 

  

　
文
珠
荘
は
、
４
月
以
降
の
指
定

管
理
者（
運
営
業
者
）が
決
ま
っ
て

い
な
い
た
め
、
新
た
な
指
定
管
理

者
が
決
ま
る
ま
で
の
間
は
休
館
し

ま
す
。 

（
健
康
福
祉
課
） 

    

　
給
食
共
同
調
理
セ
ン
タ
ー
の
調

理
及
び
配
送
業
務
を
、
令
和
２
年

度
に
引
き
続
き
コ
ー
ベ
フ
ー
ズ
株

式
会
社
に
委
託
し
ま
す
。
期
間
は

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
の

３
年
間
で
す
。 

　
献
立
の
作
成
や
食
材
の
発
注
な

ど
、
そ
の
他
の
業
務
は
今
ま
で
ど

お
り
町
が
実
施
し
ま
す
。
今
後
も
、

民
間
業
者
の
専
門
的
な
知
識
・
技

術
を
活
用
し
な
が
ら
、
学
校
給
食

の
質
を
維
持
し
、
安
全
・
安
心
な

学
校
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。 

（
給
食
共
同
調
理
セ
ン
タ
ー
） 

   

　
し
ご
と
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、

こ
こ
ろ
が
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
し
ご
と
の
集
中
力
が
下
が
っ
た
、

作
業
の
ミ
ス
が
増
え
た
、
イ
ラ
イ

ラ
し
や
す
く
な
っ
た
。
一
度
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

相
談
員
　
兵
庫
県
精
神
障
害
者
就

労
支
援
事
業
所
連
合
会
会
長
　
野

村
浩
之 

日
時
　
５
月
２０
日（
木
） 

　
　
　
１８
時
〜
２１
時 

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す 

場
所
　
サ
ル
ビ
ア
会
館 

対
象
者
　
町
内
に
在
住
・
在
勤
の

人
（
家
族
や
同
僚
で
も
可
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

福
崎
町
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
健
康
福
祉
課
内
） 

内
線
３
６
５
・
３
５
３ 

フ
ァ
ッ
ク
ス
２２
・
５
９
８
０ 

メ
ー
ル 

kikan@
tow
n.fukusaki.lg

.jp 

（
健
康
福
祉
課
） 
    

　
発
達
障
が
い
に
関
す
る
出
張
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。 

日
時
　
５
月
２６
日（
水
） 

①
９
時
５０
分
〜
、
②
１１
時
〜
、
　

③
１３
時
３０
分
〜
、
④
１４
時
４０
分
〜
、

⑤
１５
時
５０
分
〜 

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す 

場
所
　
サ
ル
ビ
ア
会
館 

対
象
者
　
年
齢
制
限
な
し 

※
個
人
、
学
校
・
企
業
関
係
者
の

相
談
も
可
能
で
す 

費
用
　
無
料 

問
い
合
わ
せ
先
　
ひ
ょ
う
ご
発
達

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ー 

バ
ー
上
郡
ブ
ラ
ン
チ 

　
０
７
９
１
・
５６
・
６
３
８
０ 

フ
ァ
ッ
ク
ス
０
７
９
１
・
５６
・
６

３
８
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

    

　
働
く
こ
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

を
抱
え
て
い
る
１５
歳
か
ら
概
ね
４９

歳
ま
で
の
方
や
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
、
相
談
や
講
座
な
ど
を
通
じ

て
メ
ン
タ
ル
面
（
精
神
・
健
康
）

と
キ
ャ
リ
ア
面
（
職
業
）
の
両
方

か
ら
支
援
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

対
象
者
　
神
崎
郡
在
住
の
人 

開
催
日
　
４
月
２３
日（
金
） 

①
１３
時
３０
分
〜
、
②
１４
時
３０
分
〜
、 

③
１５
時
３０
分
〜
　 

※
各
１
人
ず
つ
【
予
約
制
】 

会
場
　
サ
ル
ビ
ア
会
館 

申
込
締
切
　
４
月
２１
日（
水
） 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河
町
・

市
川
町
・
福
崎
町 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

地
域
振
興
課
（
内
線
３
９
１
） 

 

   

募
集
人
員 

一
般
区
分 

　
男
性
警
察
官
Ａ
　
　
１
９
５
人 

　
男
性
警
察
官
Ｂ
　
　
　
　
３０
人 

　
女
性
警
察
官
Ａ
　
　
　
　
２５
人 

　
女
性
警
察
官
Ｂ
　
　
　
　
１０
人 

特
別
区
分
（
性
別
不
問
） 

　
サ
イ
バ
ー
捜
査（
Ａ
・
Ｂ
）　
４
人 

　
心
理
相
談（
Ａ
の
み
）　
　
２
人 

　
武
道（
Ａ
・
Ｂ
）　
　
　
　
　

４
人 

（
Ａ
）
大
学
卒
業
又
は
令
和
４
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人 

（
Ｂ
）
Ａ
区
分
以
外
の
人
（
高
等

学
校
等
を
令
和
４
年
３
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人
を
除
く
） 

応
募
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

請 締
切
　
４
月
９
日（
金
）午
後
５
時 

試
験
日 

４
月
２９
日（
木
・
祝
） 

※
一
般
区
分
Ｂ
、
特
別
区
分（
武

道
Ａ
を
除
く
） 

５
月
８
日（
土
） 

※
一
般
区
分
Ａ
、
特
別
区
分（
武

道
Ａ
の
み
） 

問
い
合
わ
せ
先 

福
崎
警
察
署
　
警
務
係 

　
２３
・
０
１
１
０（
内
線
２
１
３
） 

      

   

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
た
め
残
念
な
が
ら
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
町
内

で
４
軒
の
お
宅
が
オ
ー
プ
ン
さ
れ

ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

前
期 

４
月
１６
日（
金
）〜
１８
日（
日
） 

尾
上
定
信
宅
（
南
大
貫
） 

旧
小
國
家
・
山
田
威
史
宅
（
山
崎
） 

後
期 

５
月
２１
日（
金
）〜
２３
日（
日
） 

古
民
家
カ
フ
ェ
ゆ
う
庵
・
谷
岡
裕

子
宅
（
南
大
貫
） 

澤
田
芳
昭
宅
（
南
大
貫
） 

＊
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
は
文
化
セ
ン 

タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

＊
状
況
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す 

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
専
門
員
） 

        

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
５
月
に
予
定
し

て
い
た
大
会
を
、
令
和
４
年
３
月

に
延
期
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館 

　
２２
・
１
１
５
３（
月
曜
日
休
館
） 

文
珠
荘
の
休
館
に
つ
い
て 

給
食
共
同
調
理
セ
ン
タ
ー 

調
理
・
配
送
業
務
を
委
託
し
ま
す 

「
し
ご
と
」
と
「
こ
こ
ろ
」
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す 

ひ
ょ
う
ご
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
　
無
料
出
張
相
談
会
開
催 

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
カ
フ
ェ 

令
和
３
年
度
　 

第
１
回
警
察
官
募
集 

「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
な
か

は
り
ま
２
０
２
１
」
開
催 

「
町
民
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
」
延
期
の
お
知
ら
せ 

お
お
む 

１７ 



日
時
　
５
月
２２
日（
土
）
８
時
発 

集
合
場
所
　
体
育
館
東
駐
車
場 

※
雨
天
決
行 

行
先
　
鉢
伏
高
原 

定
員
　
４５
人
（
先
着
順
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参
加

費
を
添
え
て
第
１
体
育
館
へ 

※
電
話
で
の
申
込
は
不
可 

参
加
費
　
１
０
０
０
円 

募
集
期
間
　
４
月
２０
日（
火
）か
ら 

そ
の
他 

①
参
加
者
は
傷
害
保
険
に
加
入
し

ま
す
。 

②
現
地
で
は
自
由
行
動
で
す
。 

③
１
人
で
３
人
分
の
申
込
み
が
で

き
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館 

　
２２
・
１
１
５
３（
月
曜
日
休
館
） 

    

　
２
月
２１
日
、
姫
路
市
勤
労
市
民

会
館
で
「
第
７３
回
少
林
寺
拳
法
姫

路
市
民
大
会
兼
第
３９
回
西
播
交
流

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対

策
と
し
て
初
め
て
ビ
デ
オ
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
練
習

時
間
の
中
、
力
強
い
演
武
を
披
露

し
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り 

【
小
学
１
年
生
単
独
の
部
】 

最
優
秀
賞
　
赤
藤
蒼
太
朗（
協
会
） 

【
小
学
２
年
生
単
独
の
部
】 

最
優
秀
賞
　
橋
本
竜
馬（
田
原
小
） 

【
小
学
４
年
生
単
演
の
部
】 

最
優
秀
賞
　
赤
藤
柚
稀（
協
会
） 

敢
闘
賞
　
　
小
國
侑
香（
協
会
） 

　
　
　
　
　
橋
本
あ
ゆ
な （田

原
小
） 

【
小
学
６
年
生
単
演
の
部
】 

最
優
秀
賞
　
上
杉
こ
こ
ろ 

（
八
千
種
小
） 

敢
闘
賞
　
　
三
輪
大
翔（
田
原
小
） 

 
〇
練
習
参
加
者
募
集
！ 

練
習
日
　
土
曜
日
、
第
１
・
第
３

木
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら 

場
所
　
第
１
体
育
館
体
育
室 

※
詳
し
く
は
協
会
橋
本
（
　
０
９

０
・
１
９
１
８
・
５
６
９
１
）
へ 

短

歌

会 
少
林
寺
拳
法
協
会
か
ら
の 

お
知
ら
せ 
目
の
手
術
　

無
事
に
済
み
た
り
　

寒
明
け
る
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
豆
靴
に
　

残
る
三
和
土
の
　

節
の

豆
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

銀
行
の
　

窓
口
に
チ
ョ
コ
　

バ
レ

ン
タ
イ
ン
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

耕
せ
ば
　

土
黒
々
と
　

春
立
ち
ぬ 

　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

垣
根
越
し
　

薫
る
隣
り
の
　

枝
垂

れ
梅
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

御
真
言
　

響
く
堂
内
　

初
不
動 

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
純
子 

 

絵
手
紙
に
　

紅
鮮
や
か
な
　

椿
書

く
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

残
る
雪
　

小
鳥
足
跡
　

残
り
た
り 

　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

温
室
で
　

咲
か
す
鉢
植
え
　

櫻
草 

　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
皓
女 

冴
え
返
る
　

今
宵
金
星
　

光
る
空 

　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

看
護
生
　

実
習
も
得
ず
　

二
月
尽 

　
　
　
　
　
　
　
鬼
本
　
　
修 

 

氏
神
社
　

裏
に
寝
そ
べ
る
　

残
り

雪
　
　
　
　
　
　
大
野
　
綜
風 

 

ふ
っ
く
ら
白
　

明
日
咲
く
蕾
み
　

梅
の
花
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

た
　
た
　
き 

俳

句

会 

人
間
が
地
球
で
悪
さ
し
て
ま
す
か
お
気
に
さ
わ
れ

ば
許
さ
れ
コ
ロ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
安
田
　
　
正 

 

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
る
に
操
ら
れ
友
と

わ
れ
と
の
温
泉
旅
行
　
　
　
　
　
　
尾
上
　
定
信 

 

シ
ャ
ラ
ラ
ン
と
水
琴
の
ご
と
音
を
立
つ
る
根
付
の

勾
玉
わ
れ
の
御
守
り
　
　
　
　
　
　
久
野
　
　
盈 
 

刈
り
す
ぎ
て
諦
め
し
花
芽
蝋
梅
の
香
り
健
気
に

点
々
と
咲
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
彬 

世
の
中
の
ウ
イ
ル
ス
も
菌
も
出
て
お
い
で
小
春
日

和
を
堪
能
し
ま
し
よ
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

行
っ
て
来
る
と
二
度
く
り
返
し
受
験
の
子
　
塀
の

向
こ
う
へ
消
て
ゆ
き
た
り
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 

 

裏
庭
に
今
年
も
来
た
よ
と
鳴
き
出
ず
る
蝉
に
ひ
と

り
の
暮
し
あ
か
る
む
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

梅
古
木
よ
く
よ
く
見
れ
ば
日
を
追
う
て
蕾
ふ
く
ら

み
春
を
招
き
お
り
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
正
剛 

 

剪
定
の
過
ぎ
し
か
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
咲
く
冬
日
や
さ

し
き
庭
の
山
茶
花
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

１８ 

｢
山
菜
ハ
イ
キ
ン
グ｣

参
加
者
募
集 

　毎週金曜日は午後７時１５分まで窓口業務を

延長して行っています。 

　対応業務は、住民票、戸籍、 

印鑑証明書、所得証明書の交 

付です。 

＊住民異動、印鑑登録は除く。 

住民生活課窓口からのお知らせ 



日 曜日 事業・イベント名 時間 場　　　所 問い合わせ先 備　考 

10 

11 

19 

24 
 

29 

5/5 

8 

9 

11

土 

日 

月 

土 
 

木・祝 

水・祝 

土 

日 

火 

（開催中） 9:00 

11：00 

9：00 

 

9：00 

14：00 

 

11：00 

10：00 

10：00

～５/３０（日） 

 

要申込 

 

～５/３０（日） 

 

 

 

～１６日（日） 

要申込 

柳田國男・松岡家記念館 

図書館 

第１グラウンドほか 

 

歴史民俗資料館 

図書館 

 

図書館 

図書館 

歴史民俗資料館 

柳田國男・松岡家記念館 

図書館 

第１体育館 

保健センター 

歴史民俗資料館 

図書館 

図書館 

図書館 

図書館 

社会教育課 

農林振興課 

記念館企画展「令和３年の干支“丑”」 

おはなし会 

マスターズソフトボール大会 

食育の日 

歴民企画展「築１３５年のあゆみ」 

子ども映画会 

フクちゃん読書の日 

えほんのじかん 

リサイクルブックフェア 

三木家資料保存ワークショップ 

もち麦の日 

１９ 

４/２１（水）・５/６（木） 
＊１３：００～１５：００ 
＊サルビア会館　 
＊予約不要　　 

なやみごと相談 

４/２１（第３水曜日） 
＊１０：００～１５：００ 
＊サルビア会館　 
＊予約不要　　 

人 権 相 談 

４/２１（第３水曜日） 
＊１３：００～１５：００ 
＊サルビア会館　 
＊予約不要　　 

行 政 相 談 

４/２６（第４月曜日） 
＊１３：３０～　　　 
＊サルビア会館　 
＊予約不要　　 

心を開く親の会 

母 子 相 談 （随時受付。電話で予約をしてください。）中播磨健康福祉事務所　　０７９－２８１－９２１０ 

各 

種 

相 

談 

　もう着ないけれど、捨てるにはし
のびない…。そんな浴衣を、素敵な
日傘にリメイクしてみませんか？ 
日　時　５月１１日（火）・６月８日（火）１３：３０～１５：３０ 
会　場　生活科学センター講義室 
講　師　キルト工房ブーケ 
定　員　１２人（定員になり次第締切） 
受　付　４月７日（水）～２１日（水） 
参加費　２，８００円（日傘キット購入費） 
持ってくる物　裁縫道具（チャコペン・裁ちばさみ等）、
浴衣１枚（ほどいた状態のもの）、筆記用具 
※生地の購入は予約の際に申し出てください。 
申込先　生活科学センター　　２２－４９７７（月曜定休） 

　３月に入り暖かくなると、もち麦はぐん
ぐんと育ち、茎の中では小さな芽（幼穂）
を付け始めます。 
　３週間足らずのうちに、約３㎜の幼穂が 
２０㎜の大きさになりました。この穂が黄金
色の実になる６月までお天道様の光と生産
者の愛情をたっぷり受けて生 
長します。　　（農林振興課） 

　事故にあわないよう十分に注意し、交通ルールを守り、正しい交通マナーの実践を心掛けましょう 
●飲酒運転や運転中の携帯電話の使用は危険です。絶対にしないでください。 
●一時停止線のあるところでは必ず停車し、周囲の安全を確認しましょう。 
●夕暮れ時には早めのライト点灯を心がけ、歩行者は反射材などを身につけましょう。 

春の全国交通安全運動　４月６日（火）～１５日（木） 

くらしのゼミナール 

2回コース 
です 

３月１０日 ３月２５日 

６月上旬 



No.396
福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

新年度が始まります！ 
朝日を浴びて、朝ごはんを食べて、こころもからだも元気アップしましょう 

　福崎町では、令和３年４月１日からマタニ

ティタクシー助成事業を始めます。 

　陣痛や破水など出産のための受診や、体調

不良等により自力で受診が困難な際に利用し

たタクシー代を助成します。 

＊タクシーを利用するときは、事前に産科主治医にタクシーでの受診が可能な状態か確認してから利用し

てください。 

＊協力タクシー会社を利用できるのは町内及び市川町、姫路市北部から出発の場合に限ります。 

＊協力タクシー会社以外を利用する場合、料金は全額支払いし、後日償還払いとなります。（上限１０,０００

円）事前にタクシー会社に妊婦が利用できるか確認が必要です。　 

＊福崎町へ里帰りをしている妊婦の利用助成は協力タクシー会社に限ります。 

２０ 

食育推進委員会委員を募集します  

　食育推進委員会は、多くの方の意見や提言を幅広く反映させるため、住民代表、各関係者等で構成

しています。このたび、住民代表委員を募集しますので、食育に関心のある方はぜひご応募ください。 

応募資格　・町内在住の２０歳から７０歳未満の人（令和３年５月１日現在） 

　　　　　・平日の会議に出席できる人 

募集人員　２人　※応募多数の場合は抽選 

任　　期　２年間（令和３年５月～令和５年３月） 

応募方法　応募用紙（指定用紙）を提出してください。応募用紙は、保健センター、健康福祉課窓口

にあります。ホームページからダウンロードも可能です。提出は、持参、郵送、メールで

も構いません。 

締　　切　 ４月２３日（金）　　　応募・問い合わせ先　保健センター　食育推進係（内線３６０～３６３） 

助 成 内 容　　タクシー利用料金を上限１０,０００円まで助成。（回数制限なし） 

助成対象者　　福崎町の妊婦及び福崎町へ妊娠期から里帰りをしている妊婦で、４月１日以降に出

産する（した）妊婦 

利用の流れ　　①「マタニティタクシー利用助成申請書及び利用登録用紙」を保健センターへ提出 

②協力タクシー会社から、確認の電話連絡がはいる（登録完了） 

③登録している電話で配車を依頼し、タクシーを利用して受診 

協力タクシー会社　　神崎交通株式会社（福崎町福田９３－７　　２２－０３１８） 

ドライバーは助産師と救急隊員による

マタニティタクシードライバー講習を

受けています。 

防水シート等を用意し、マタニティタ

クシー仕様の車でお迎えします。 



保健センターだより 

高齢者肺炎球菌 
（定期）予防接種のお知らせ 

接 種 費：２,０００円 
接種期限：令和４年３月３１日 
◇対象年齢の人には４月上旬に予診票を郵送し
ます。 
◇肺炎球菌の予防接種を受け５年以上経過する
と、任意予防接種として再接種が可能となり
ます。かかりつけ医にご相談ください。 

●今年度（令和３年４月～令和４年３
月）中に、６５・７０・７５・８０・８５・９０・９５・ 
　１００歳になる人のうち、過去に一度も
この予防接種を受けていない人 
●６０～６４歳で、内部障害を有する人 

対
　
象
　
者 

　この予防接種を受ける前後２週間は、新
型コロナウイルスワクチン接種ができませ
ん。接種間隔にご注意ください。 

注　意 ！ 

２１ 

　
感
染
対
策
で
手
洗
い
消
毒
の
機
会

が
増
え
た
た
め
、
手
荒
れ
が
増
え
て

い
ま
す
。
手
洗
い
の
際
、
液
体
や
泡

の
石
ケ
ン
は
洗
浄
力
が
強
く
、
ま
た

高
温
の
湯
で
洗
う
と
皮
脂
が
取
れ
易

く
な
る
の
で
、
固
形
石
ケ
ン
を
用

い
、
水
な
い
し
ぬ
る
ま
湯
で
洗
う
の

が
良
い
で
し
ょ
う
。
水
仕
事
の
際
は

短
時
間
で
も
手
袋
を
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
し
か
し
ゴ
ム
手
袋
だ
け

で
は
ゴ
ム
で
か
ぶ
れ
た
り
、
蒸
れ
て

か
ゆ
み
が
増
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、

木
綿
の
手
袋
を
下
に
着
用
す
る
の
が

無
難
で
す
。 

　
手
洗
い
の
後
の
保
湿
も
大
事
で

す
。
手
洗
い
後
は
水
分
を
拭
き
取

り
、
す
ぐ
に
保
湿
剤
を
塗
っ
て
く
だ

さ
い
。
保
湿
剤
は
尿
素
や
ヘ
パ
リ
ン

類
似
物
質
、
ワ
セ
リ
ン
等
の
成
分
が

含
ま
れ
た
も
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
手
荒
れ
を
防
ぐ
工
夫
を

し
な
が
ら
感
染
対
策
を
続
け
て
く
だ

さ
い
。 

　
一
日
中
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と

に
よ
り
「
に
き
び
」
も
増
え
て
い
ま

す
。
マ
ス
ク
を
す
る
と
肌
に
摩
擦
が

加
わ
り
、
さ
ら
に
マ
ス
ク
の
中
が
蒸

れ
て
細
菌
が
繁
殖
し
易
く
な
る
た
め

「
に
き
び
」
が
で
き
易
く
な
り
ま

す
。
小
さ
す
ぎ
る
マ
ス
ク
は
こ
す
れ

て
し
ま
う
の
で
患
部
を
押
し
付
け
な

い
形
状
の
も
の
を
選
ぶ
の
が
良
い
で

し
ょ
う
。
触
っ
た
り
頬
づ
え
を
つ
く

こ
と
は
刺
激
と
な
る
た
め
意
識
し
て

控
え
、
髪
も
で
き
る
限
り
頬
や
あ
ご

に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
油
分
の
多
い
化
粧
品
は
に
き
び

を
悪
化
さ
せ
る
の
で
控
え
た
方
が
良

い
で
す
が
、
化
粧
を
す
る
な
ら
に
き

び
肌
用
の
ノ
ン
コ
メ
ド
ジ
ェ
ニ
ッ
ク

製
品
や
オ
イ
ル
フ
リ
ー
の
製
品
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。
「
に
き
び
」
を
悪

化
さ
せ
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
必

要
で
す
。
食
事
は
ビ
タ
ミ
ン
や
食
物

繊
維
が
豊
富
に
含
ま
れ
た
緑
黄
色
野

菜
を
積
極
的
に
摂
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
睡
眠
は
し
っ
か
り
取
り
、
自

分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
を
見
つ

け
規
則
正
し
く
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い

生
活
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

町
の
せ
ん
せ
い
『
健
康
ひ
と
こ
と
コ
ラ
ム
』 

「
コ
ロ
ナ
禍
で
増
え
て
い
る
皮
膚
疾
患
」 

三
宅
皮
膚
科
医
院
　
三
宅
英
之
　
先
生 

第４３回 

内　　容 対　　象 受付時間 日（曜） 

一 般 健 康 相 談  

母子健康手帳交付 

す く す く 相 談  
 

3 か 月 児 健 診  

4 か 月 児 健 診  

7か月児のまんまクラブ 

10か月児のあばばクラブ 

1歳お誕生相談 

3 歳 児 健 診  

一 般 希 望 者  

妊 婦  

乳 児 希 望 者  

幼 児 希 望 者  

R３.１月生の乳児 

R２.１２月生の乳児 

R２.９月生の乳児 

R２.６月生の乳児 

R２.４月生の乳児 

H２９.１２・H３０.１月生の幼児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時１５分 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

９時４５分～１０時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１２日（月） 

月～土 

１２日（月） 
 

２８日（水） 

２０日（火） 

１４日（水） 

２８日（水） 

１２日（月） 

２１日（水） 

保健センター4月定例行事予定 
（場所）保健センター 

＊ヒブ・小児用肺炎球菌・B型肝炎・ロタウイルス・

四種混合・水痘（水ぼうそう）・日本脳炎・二種混合

の予防接種は、接種間隔に気をつけましょう。 

＊麻しん風しん混合（MＲ）予防接種は、接種期間が

１年間です。 

　忘れず早めに接種しましょう。 

　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児） 

＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受

けましょう。 

予
防
接
種 

詳しくは保健センターにお問い合わせください。 

　申込書は、各世帯に1枚、オレンジ色の封筒
で世帯主宛に郵送しています。 
　書類は保健センター窓口においているほか、
町ホームページからもダウンロードできます。 
※健（検）診は必ず事前の申し込みが必要です 

町ぐるみ健診意向調査票兼申込書 
令和３年度 早めに提出してください 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第２デイサービスセンター 
在宅介護支援センター 
障害相談支援センター 
ホームヘルプステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 
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ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

町民のうごき 

令和３年２月末現在 

７，７８５世帯 
 

９，１２９人　 

１１人　 

人　口 
（前月比　－２９人） 

女 

死　亡 

１８，９９３人 
 

９，８６４人 

１５人 

 

世帯数 
（前月比　－１０世帯） 

男 

出　生 

　
「
大
庄
屋
三
木
家
住
宅
」
は
、
３
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
、

兵
庫
県
指
定
重
要
有
形
文
化
財
で
す
。 

　
２
０
１
９
年
、
文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、
文
化
財
を
保
護

す
る
だ
け
で
な
く
、
活
用
し
な
が
ら
継
承
し
て
い

く
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
町

と
し
て
は
、
三
木
家
住
宅
を
後
世
に
残
す
た
め
、

民
間
事
業
者
と
連
携
し
、
ホ
テ
ル
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

　
ホ
テ
ル
『
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ 

播
磨
福
崎
蔵
書

の
館
』
は
、
三
木
家
住
宅
の
副
屋
や
蔵
な
ど
、
５

棟
を
客
室
と
し
て
整
備
し
、
酒
蔵
を

レ
ス
ト
ラ
ン
に
改
装
し
て
い
ま
す
。 

　
隣
に
建
つ
旧
　
川
郵
便
局
も
、
２

階
を
客
室
、
１
階
を
「
妖
怪
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ 

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
」
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

（
４
月
下
旬
予
定
） 

　
み
な
さ
ん
も
、
文
化
財
で
過
ご
す

豊
か
な
時
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

　
０
７
９
０
・
２４
・
３
５
６
５ 

中庭に面した「離れ」 
檜風呂からも中庭が楽 
しめるエグゼクティブ 
スイートルーム 

酒蔵を改装したレストラン 
『ファームズキッチン三木家』 
営業日：４月２日～、金・土・日のみ 
ランチ限定２０食（要予約） 
グランドオープンは４月下旬予定 
　０１２０－２９３－９５８ 


